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総
会
の
概
要

第
75
回
全
国
保
健
所
長
会
総
会
が
平

成
30
年
10
月
23
日（
火
）、
福
島
県
郡
山

市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

山
中
朋
子
会
長
の
挨
拶
の
後
、
保
健

所
職
員
54
名
が
全
国
保
健
所
長
会
長
表

彰
さ
れ
、
次
い
で
、
厚
生
労
働
省
健
康
局

の
武
井
貞
治
健
康
課
長
か
ら
、「
地
域
保

健
の
最
近
の
動
向
」に
つい
て
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

会
員
協
議

午
後
の
会
員
協
議
は
、
今
回
か
ら
社

会
医
学
系
専
門
医
制
度
の
更
新
ル
ー
ル
に

お
け
る
Ｇ
単
位
が
取
得
で
き
る
研
究
協

議
会
と
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
当
初
、

想
定
し
て
い
た
「
市
型
保
健
所
の
在
り

方
」に
加
え
、
西
日
本
豪
雨
災
害
時
に
、

制
度
化
さ
れ
た
D
H
E
A
T
が
初
め
て

の
中
核
市
保
健
所
に
異
動
し
て
」と
題

し
、
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
中
川
所
長

は
４
月
に
島
根
県
保
健
所
か
ら
福
島
市

保
健
所
に
異
動
し
ま
し
た
。
４
月
に
発

足
し
た
福
島
市
保
健
所
は
健
康
福
祉
部

に
あ
り
、
保
健
所
業
務
と
市
保
健
事
業

を
一
体
的
に
展
開
で
き
る
反
面
、
精
神

保
健
福
祉
が
保
健
所
外
で
担
当
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
対
応
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
母
子
保
健
に
つい
て
は
、
こ
ど
も
未

来
部
が
所
管
し
て
い
る
も
の
の
、
保
健
所

と
同
じ
フ
ロ
ア
で
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、
ま
だ
職

員
が
、
保
健
所
が
担
う
企
画
調
整
機
能

に
慣
れ
て
い
な
い
た
め
、
業
務
を
通
し
て

実
践
の
中
で
理
解
し
て
も
ら
う
必
要
が

あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

続
い
て
、
高
槻
市
保
健
所
の
森
定
一
稔

所
長
か
ら
、「
府
保
健
所
か
ら
市
保
健
所
へ

の
移
管
を
経
験
し
た
立
場
か
ら
」の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
15
年
４
月
１
日
に
中

核
市
に
移
行
し
て
、
大
阪
府
高
槻
保
健

所
が
高
槻
市
保
健
所
に
な
り
ま
し
た
。

特
定
健
診
・
保
健
指
導
や
在
宅
医
療
介

護
連
携
が
担
当
業
務
に
あ
る
の
が
特
徴

で
す
。
母
子
保
健
業
務
に
つい
て
は
、
保

健
所
で
な
く
、
こ
ど
も
未
来
部
で
所
掌

し
て
い
ま
す
。
本
庁
機
能
を
併
せ
持
つ
の

で
、
現
場
か
ら
の
ニ
ー
ズ
を
迅
速
に
施
策

に
反
映
で
き
た
り
、
市
の
福
祉
担
当
部

署
や
消
防
と
連
携
が
緊
密
に
図
れ
る
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
反
面
、
技
術
職
の

異
動
先
が
限
ら
れ
る
た
め
、
人
事
が
硬

直
化
す
る
傾
向
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し

た
。次

に
、
松
江
市
・
島
根
県
共
同
設
置

松
江
保
健
所
の
村
下
伯
所
長
か
ら
、「
県

と
市
の
共
同
設
置
の
保
健
所
の
立
場
か

ら
」の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
30
年
４
月
、

地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
初
め
て

県
と
市
が
共
同
設
置
し
た
保
健
所
が
誕

生
し
ま
し
た
。
共
同
設
置
保
健
所
は
、

従
来
の
島
根
県
松
江
保
健
所
の
所
管
区

域（
松
江
市
と
安
来
市
）を
引
き
継
ぎ
、

市
保
健
所
と
県
保
健
所
の
両
方
の
権
限
・

機
能
を
持
って
い
ま
す
。

県
と
市
で
仕
事
の
や
り
方
が
異
な
る
、

予
算
・
事
業
に
つい
て
は
県
・
市
と
の
調
整

が
必
要
で
市
独
自
の
事
業
は
行
い
に
く
い
、

事
務
処
理
は
県
権
限
と
市
権
限
の
も
の

を
別
々
に
行
う
必
要
が
あ
る
な
ど
の
課
題

が
あ
る
一
方
、医
療
に
係
る
調
整
は
ス
ム
ー

ズ
で
、
県
と
市
の
両
方
か
ら
情
報
が
入
る

活
動
し
た
こ
と
か
ら
、
急き

ゅ
う

遽き
ょ

、
そ
の
報
告

も
併
せ
て
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■�

テ
ー
マ
１　
「
市
型
保
健
所
の
在
り

方
～
市
型
保
健
所
の
機
能
・
役
割
と

県
型
保
健
所
の
連
携
～
」

福
岡
県
宗
像
・
遠
賀
保
健
所
の
中
原

由
美
所
長
と
高
知
県
安
芸
福
祉
保
健
所

の
福
永
一
郎
所
長
を
座
長
と
し
て
報
告

討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
福
島
市
保
健
所
の
中
川
昭
生

所
長
か
ら
、
地
域
保
健
充
実
強
化
委
員

会
と
し
て
平
成
30
年
３
月
に
取
り
ま
と

め
た
「
市
区
型
保
健
所
の
在
り
方
に
つい

て
」の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
市
区
型
保

健
所
と
いって
も
、
設
置
主
体
は
指
定
都

市
、
特
別
区
、
中
核
市
等
に
分
か
れ
、

管
轄
人
口
も
20
万
人
未
満
か
ら
１
０
０

万
人
以
上
と
、
そ
の
担
う
機
能
と
役
割

も
さ
ま
ざ
ま
で
、
市
型
保
健
所
と
一
括

り
に
す
る
の
は
難
し
い
と
の
話
が
あ
り
ま

し
た
。

引
き
続
き
、「
県
型
保
健
所
か
ら
新
設

の
で
対
応
が
タ
イ
ム
リ
ー
に
行
え
る
な
ど
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

最
後
に
、
鳥
取
市
保
健
所
の
長
井
大

所
長
か
ら
、「
二
次
医
療
圏
内
の
市
以
外
の

４
町
に
係
る
県
の
保
健
所
業
務
の
委
託

を
受
け
る
新
し
い
形
態
の
保
健
所
の
立
場

か
ら
」の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
30
年
４

月
、
鳥
取
市
が
中
核
市
と
し
て
保
健
所

を
設
置
し
た
際
に
、
鳥
取
保
健
所
が
所

管
し
て
い
た
同
じ
二
次
医
療
圏
の
鳥
取
市

以
外
の
４
町
に
つい
て
も
鳥
取
県
か
ら
保

健
所
業
務
と
県
単
事
業
を
委
託
さ
れ
ま

し
た
。

手
続
き
期
間
の
短
縮
、
簡
素
化
な
ど
、

利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
、
業
務
の
効

率
化
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
今
後
の
課

題
と
し
て
、
災
害
時
の
医
療
救
護
や
感

染
症
な
ど
で
広
域
的
な
対
応
が
必
要
に

な
っ
た
場
合
に
お
け
る
保
健
所
と
保
健
セ

ン
タ
ー
の
業
務
調
整
な
ど
市
内
部
の
組
織

体
制
の
再
整
備
、
獣
医
師
や
公
衆
衛
生

医
師
な
ど
の
人
材
の
確
保
が
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。

討
議
で
は
、
在
宅
医
療
・
介
護
連
携

に
お
け
る
県
型
、
市
型
保
健
所
の
関
与
、

市
型
保
健
所
の
福
祉
部
門
と
の
組
織
統

合
、
市
型
保
健
所
の
周
辺
市
町
村
と
の

連
携
に
つい
て
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

■�

テ
ー
マ
２　
「
西
日
本
豪
雨
被
害
に

お
け
る
D
H
E
A
T
活
動
報
告
」

東
京
都
北
区
保
健
所
の
前
田
秀
雄
所

支
援
に
入
り
ま
し
た
。
倉
敷
市
保
健
所

内
に
設
置
さ
れ
た
倉
敷
地
域
災
害
保
健

復
興
連
絡
会
議
の
ロ
ジ
機
能
を
、
D
M
A

T
か
ら
地
元
保
健
所
へ
引
き
継
ぎ
、
次
い

で
本
部
機
能
を
備
中
保
健
所
の
県
南
西

部
災
害
保
健
医
療
活
動
調
整
本
部
へ
移

行
す
る
業
務
を
行
い
ま
し
た
。
医
療
と

保
健
、
市
型
と
県
型
保
健
所
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
を
認
め
合
い
、
効
果
的
な
保
健

医
療
活
動
を
実
施
で
き
る
よ
う
な
取
り

組
み
は
継
続
し
て
必
要
と
の
こ
と
で
し

た
。最

後
に
、
熊
本
県
菊
池
保
健
所
の
木

脇
弘
二
所
長
か
ら
、「
西
日
本
豪
雨
に
お

け
る
D
H
E
A
T
活
動
報
告
：
熊
本

県
の
立
場
か
ら
」の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
熊
本
県
D
H
E
A
T（
医
師
、
保

健
師
２
名
、
薬
剤
師
、
管
理
栄
養
士
、

事
務
職
）は
、
長
崎
県
D
H
E
A
T
を

引
き
継
い
で
支
援
に
入
り
ま
し
た
。
医

療
支
援
チ
ー
ム
が
活
動
を
終
了
し
つつ
あ

る
時
期
で
あ
り
、
県
南
西
部
保
健
医
療

活
動
調
整
本
部
の
終
了
を
備
中
保
健
所

に
提
案
し
、
次
の
フェー
ズへの
対
応
に
つい

て
、
地
元
の
求
め
に
応
じ
て
、
熊
本
地
震

で
の
体
験
・
資
料
等
を
提
供
し
ま
し
た
。

今
後
の
提
言
と
し
て
、
複
数
の
D
H

E
A
T
間
を
調
整
す
る
シ
ス
テ
ム
、
同
じ

自
治
体
か
ら
の
継
続
支
援
、
県
内
や
地

域
ブ
ロッ
ク
内
に
よ
る
迅
速
な
支
援
の
仕

組
み
、
保
健
と
医
療
の
支
援
で
情
報
の

長
と
高
知
県
安
芸
福
祉
保
健
所
の
福
永

一
郎
所
長
を
座
長
と
し
て
、
報
告
討
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
大
阪
市
保
健
所
の
吉
田
英
樹

所
長
か
ら
、「
大
阪
市
の
立
場
か
ら
」の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
大
阪
市
D
H
E
A

T（
医
師
、
保
健
師
、
薬
剤
師
ま
た
は
獣

医
師
、
事
務
職
、
業
務
調
整
員
）は
、
広

島
県
東
部
保
健
所
の
要
請
に
よ
り
、
三

原
市
の
保
健
医
療
業
務
の
再
開
に
向
け

て
の
ロ
ー
ド
マッ
プ
作
成
、
保
健
師
等
支

援
チ
ー
ム
の
業
務
調
整
、
現
地
保
健
医

療
災
害
対
策
関
係
者
会
議
の
運
営
支
援

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
D
H
E
A
T

の
活
動
拠
点
が
保
健
所
と
離
れ
た
所
に

あ
り
、
D
H
E
A
T
の
構
成
員
が
、
保

健
所
職
員
と
共
に
活
動
す
る
の
で
は
な

く
、
班
と
し
て
活
動
し
た
こ
と
か
ら
、
薬

剤
師
、
獣
医
師
は
そ
の
専
門
性
を
発
揮

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
効
果
的
・
効

率
的
な
支
援
を
実
施
す
る
に
は
、
D
H

E
A
T
の
活
動
拠
点
は
保
健
所
に
置
き
、

各お
の

々お
の

が
保
健
所
職
員
と
共
に
活
動
す
る

形
態
が
望
ま
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

続
い
て
、
長
崎
県
県
南
保
健
所
の
宗

陽
子
所
長
か
ら「
西
日
本
豪
雨
被
害
に
お

け
る
応
援
活
動
に
つ
い
て
」の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
長
崎
県
D
H
E
A
T（
医

師
、
保
健
師
、
栄
養
士
、
薬
剤
師
、
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
）は
、
岡
山
県
備
中
保
健
所
の

入
力
・
分
析
を
効
率
的
に
進
め
る
た
め
の

共
通
の
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
必
要
性

が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
医
療
系
チ
ー
ム
と

保
健
系
チ
ー
ム
と
の
活
動
調
整
、
情
報

共
有
が
円
滑
に
進
ま
な
か
っ
た
面
が
あ

り
、
平
時
よ
り
お
互
い
の
役
割
に
つ
い
て

共
通
理
解
を
深
め
る
こ
と
の
必
要
性
、

熊
本
地
震
の
経
験
を
被
災
自
治
体
の
求

め
に
よ
り
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
改
め
て

記
録
・
資
料
を
ま
と
め
て
お
く
こ
と
の
重

要
性
を
感
じ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
討
議

で
は
、
県
型
保
健
所
と
市
型
保
健
所
と

の
平
時
か
ら
の
関
係
強
化
、D
H
E
A
T

の
市
町
村
へ
の
周
知
、
市
町
村
へ
の
支
援

の
在
り
方
に
つ
い
て
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。今

後
に
向
け
て

総
会
は
、
保
健
所
長
が
最
も
多
く
一

堂
に
会
す
る
機
会
で
あ
り
、
会
員
協
議

に
つい
て
は
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
話
題
の
取
り

上
げ
、
十
分
な
討
議
時
間
の
確
保
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
提
起
さ
れ
た
市
型

保
健
所
の
利
点
を
活
用
し
、
課
題
を
克

服
す
る
た
め
の
方
策
、
市
型
と
県
型
保

健
所
と
の
連
携
の
在
り
方
、
D
H
E
A

T
の
活
動
方
式
、
市
町
村
への
周
知
と
支

援
の
在
り
方
な
ど
引
き
続
き
検
討
し
、

よ
り
効
果
的
な
保
健
所
活
動
を
実
現
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

全
国

保
健
所
長
会

だ
よ
り
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全
国
保
健
所
長
会
総
務
担
当
常
務
理
事
／
山
梨
県
峡
東
保
健
所
長
　
藤
井 

充

全
国
保
健
所
長
会
総
会
報
告

～
会
員
協
議
の
内
容
を
中
心
に
～


